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概要

• 現在推進中の岡山新望遠鏡計画にともない岡山
観測所における観測条件（シーイング）の評価を
行った。

• CT
2法はナチュラルシーイングの接地境界層成

分を、シーイングモニター（DIMM）はナチュラル
シーイングそのものを評価するものである。

• 本発表ではCT
2法とDIMMの説明と2002年8月20

から24日にかけて取得したデータの解析結果を
報告する。
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シーイング劣化の要素
l自由大気
l接地境界層
lドーム環境

接地境界層成分を導出したい

CT
2：大気の温度揺らぎ

　⇒屈折率の揺らぎ（CN
2）と相関
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CT
2を各高さ毎に測定

望遠鏡の不動点の高さの決定!!
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測定に使用したセンサーとその回路図

l センサーは図のようなホイートストンブリッジを形成し、ブリッジには3
つの固定抵抗と、1つは太さ25.4μmのニッケル線を使用。

l 気温の変化による抵抗値の変化はRsのみで、電位差VABをオペアン

プを用いた差動増幅回路で増幅して測定。



使用した測定タワーの全景とその一部
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測定

• 2002年8月20日～24日

• 20日：晴れ、シーイングはHIDESで2″

• 21日：薄曇

• 22日：曇り

• 23日：天候悪化の為撤収

• 場所は岡山観測所の188㎝の西側尾根



北タワー

取得データの時間変化の一例

高さ10mの一対の
センサーの各VAB
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・各高さのCT
2の値にモデル大気を適用

・Fittingにより、CT
2(0)とzhを導出
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全3日間のスケールハイトの頻度分布
（夜間　19：30～28：30のみ）
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87％78％94％83％16.5m

13m17.4m10.7m14.8mZhの80％

18.5m24.7m13.5m21.8mZhの90％

3日間8/228/218/20

（188㎝の不動点：地上16.5m）

CT
2とシーイングの関係

• Fittingより得られたCT
2（0）とzhから、接地

境界層の寄与θs(z)を求める関係式

• θN：ナチュラルシーイング

• θs：接地境界層成分

• θf：上層成分
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全3日間の夜間のθs（0）,
θs（20）の頻度分布
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気象データとの相関(8/22　20:30～23:30)
地上でのθs(0) 気温
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結論

• CT
2法によるシーイング評価の方法は確立した

• 今回取得した3日間のデータから求められたスケールハ
イトの90%は18.5m以下であり、80%は13m以下であった

• 188㎝の不動点である16.5m以下のスケールハイトは用
いたデータの87%

• 接地境界層からのシーイングへの寄与は典型的に地上
でθs(0)=0.3～0.4″、高さ20mでθs(20)＝約0.1″

• 気象との相関は一部見られたがまだデータが少ないため
定量的なことは解らない

• 今後は測定を継続的に出来る限り行い、季節による変化
等も調査する


